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みんなでタイムラインプロジェクトを始動 
～ 住民一人ひとりがそれぞれの環境に合ったタイムラインを検討 ～ 
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１．モデル地区（自治区）  

常総市若宮戸地区、根新田地区 

２．検討会メンバー 

・対象自治区の住民 

・行政機関 

常総市、常総警察署、茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部下妻消防署石下分署、

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部水海道消防署、茨城県、気象庁水戸地方気象台、

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所 

・学識者 

川島宏一 筑波大学システム情報系社会工学域 教授   

伊藤哲司 茨城大学人文学部人文コミュニケーション学科 教授 

     （地球変動適応科学研究機関 機関長） 

白川直樹 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域 准教授 

３．検討会開催予定 

１１月に第１回マイ･タイムライン検討会を開催予定 
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市町、県、国で構成する鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のため、「みんなでタイムラインプロジェク

ト」を始動します。 

今回は、その先駆的な取り組みとして常総市にモデル地区を選定し、住民一人ひとりが

自分自身に合った避難に必要な情報・判断・行動を把握し、いわば「自分の逃げ方」を手に

入れることを目的として、市役所のサポートの下で住民一人ひとりがそれぞれの環境に合っ

たマイ･タイムライン（別紙１参照）を自ら検討する「マイ･タイムライン検討会」（別紙２

参照）を設置します。 



･
災害時の防災行動チェックリストで対応の漏れを防止

災害時の判断をサポート

マイ・タイムラインの検討の過程で…

マイ･タイムラインとは…

リスクを認識できる
・自分の家が浸水してしまう
・避難所まで遠い など

！

逃げるタイミングがわかる
・いつ逃げる？
・誰と逃げる？
・危険な場所をよけて逃げるには？

！ コミュニケーションの輪が
広がる
・検討会での意見交換などで、
知り合いになれる
・ご近所とのつながりが強く,太くなる

！

！

！

マイ・タイムラインができると…

別紙１

準備は
大切だよね

そうだね

私の家では
非常食を
買ったよ

うんうん



モデル地区の住民、常総市、警察署、消防署、茨城県、気象庁、国土交通省下館河川事務所に加え、
各分野の学識者で構成される『マイ・タイムライン検討会』を設置し、住民一人ひとりがそれぞれの
環境に合ったタイムラインを自ら検討する取り組みを進めます。

モデル地区
自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知る 今年度は、若宮戸地区、

根新田地区をモデル地区として、
検討会を進めます。

検討会の進め方

洪水時に得られる情報を知り、タイムラインの
考え方を知る

マイ・タイムラインの作成

・過去の洪水を知る
・地形の特徴を知る
・水害リスクを知る

・洪水時に得られる情報とその
読み解き方を知る

・タイムラインの考え方を知る
・洪水時の自らの行動を想定

・一人ひとりのタイムラインを作成

水害リスクを知る

若宮戸地区
マイ･タイムライン

検討会

根新田地区
マイ･タイムライン

検討会

学識者
・筑波大学システム情報系社会工学域

川島宏一 教授
・茨城大学人文学部人文コミュニケーション学科

地球変動適応科学研究機関
伊藤哲司 教授・機関長

・筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域
白川直樹 准教授

自分達の住んでいる地
区が浸水するかを知り
ましょう。

いつ逃げ
はじめた
らいいの
かなあ？

これで、逃げる
タイミングが
わかったわ！国市

住民一人ひとりが
自分自身の行動を記入

時
間

常総市のモデル地区におけるマイ･タイムライン検討会 別紙２

ステップ1

ステップ２

ステップ３



３日前 ○台風予報
○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○台風に関する栃木県，茨城県
　気象情報(随時)

○施設(水門、樋管、排水機場等)の
点検・操作確認

○ハザードマップ等による避難所、
避難ルートの確認

○災害対策用資機材、復旧資機材
等の確認、確保

○防災グッズの準備
○災害、避難カードの確認

○上流ダムの事前放流通知受信、
確認

○自宅保全

２日前 ◇大雨注意報・洪水注意報
【第一次防災体制】　警戒体制
防災体制を構築する

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川状況を確認

○台風に関する今後の見通し
○防災気象情報等の監視，河川水位を
把握する連絡要員の配置

○防災体制の構築及び上位防災体制
の検討

○避難所の開設を検討する

１日前 ◇大雨警報・洪水警報 ○上流ダムの放流通知受信、確認
【第二次防災体制】　緊急体制１
防災体制を強化する

○首長もしくは代理者が登庁し，災害対策
本部の設置又は設置の検討を行う

○管理・操作委託されている樋管等の
担当者に、注意喚起を行う

水防団待機水位到達の恐れ 水防警報(待機)
○区間を担当する水防団に対し「待機」
を指示する

半日前
水防団待機水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位0.00ｍ)

水防警報(準備)
○区間を担当する水防団に対し「準備」
を指示する

水防団待機水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位2.50ｍ)

○水門、樋管、排水機場等の操作
○防災気象情報の確認と防災体制の
構築の検討

○応援体制の確認、要請(防災エキ
スパート等)

○上流ダムの放流確認を行う

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.10ｍ)

洪水予報(はん濫注意情報)発表
○防災体制を強化し、避難準備情報の
発令を判断できる体制をとる

避難に対する準備行動

はん濫注意水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位3.80ｍ)

水防警報(出動)
○区間を担当する水防団に対し「出動」
を指示する

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水（はん濫注意情
報）を伝達する

○避難準備情報の対象区域を検討す
る

○職員の派遣等の避難所開設の準備
を指示する

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は，避難準備情報の発表判断

水防団待機水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位1.50ｍ)

○国交省に対するリエゾンの派遣要請
について検討する

○ホットライン
○必要に応じ河川事務所長へ助言、リ
エゾンを要請する

水防団待機水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.00ｍ)

【第三次防災体制】　緊急体制２
防災体制をさらに強化する

水防団待機水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位3.80ｍ)

○避難勧告等の発令できる体制を整え
る

○10分毎の河川水位、防災気象情報
等の監視を強化する

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位3.50ｍ)

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断

はん濫注意水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.60ｍ)

○出水時点検(巡視)
○ＣＣＴＶによる監視強化

○避難準備情報を発令する
○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

はん濫注意水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位4.60ｍ)

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

避難準備、避難に支援が必要な人
等は早期に避難を開始

○ホットライン
○リエゾンの派遣

○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する

◇大雨特別警報(緊急速報メール)
◇暴風警報

○危険箇所の水位監視

-5h
避難判断水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.30ｍ)

洪水予報(はん濫警戒情報)発表
【第四次防災体制】　非常体制
防災体制をさらに強化する

避難行動

避難判断水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.10ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○予め定められた防災対応の全職員
が体制に入る

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水予報(はん濫警
戒情報)を伝達する

避難判断水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位4.70ｍ)

○避難勧告又は避難指示の対象区域
を検討する

○職員の派遣等避難所の開設を指示
する

○避難勧告又は避難指示を発令
する

○防災無線、携帯メール等による避
難勧告、避難指示の受信

避難判断水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位4.80ｍ)

○ホットライン
○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する 避難開始

避難判断水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.10ｍ)

○災害対策機械等の
派遣

○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

-3h
はん濫危険水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位2.30ｍ)

洪水予報(はん濫危険情報)発表
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難行動

はん濫危険水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.80ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

はん濫危険水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位5.30ｍ)

○災害対策機械等の派遣
○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

はん濫危険水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位5.20ｍ)

はん濫危険水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.50ｍ)

堤防天端に水位が到達又は到達す
る恐れがある場合

洪水予報(はん濫危険情報)
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難完了

○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、避難指示
を発令する

堤防の決壊等による氾濫が発生した
場合

洪水予報(はん濫発生情報)
○住民に対し、堤防決壊等の状況を周
知する

0h ○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、必要に応
じ知事へ災害派遣要請を行う

○被害状況の把握
○今後の氾濫予測

○広域支援・連携の要請

○現地対策本部の設置
○復旧対策の検討

※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく

台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン(防災行動計画)（H28年6月版）
常総市（鬼怒川・小貝川）

気象・水象情報 下館河川事務所 常総市 住民等
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